
URPS
URBAN & REGIONAL PLANNING Seminar.

No.02
    2018.5

contents
     2　巻頭言
     3　ゼミ教員・学生の活動
 4・5 　卒業論文・修士論文　
     6　卒業修了展示・祝賀会
     7　卒業生メッセージ・研究室ニュース
     8　OB・OGの今　

秋田県立大学　建築環境システム学科　都市・建築計画学研究グループ　都市・地域計画ゼミ

「中国四川省 山イ 自 美姑県」 影：李 雪



2

巻頭言

山口　邦雄（やまぐち　くにお）
都市・建築計画学研究グループ

尹　荘植（ゆん　じゃんしく）
都市・建築計画学研究グループ

●AI の浸透と困惑

　お ットのルンバ、 P に された 対話

システム s 、 の存在を的確に予 する A タクシーな

ど、A の は 近なところにある。新 記事・小 や

画を A に書（ ）かせたり、A 人事、A 、A 政 家

という も 場している。アメリ では、 つかの で

再 予 に使われており、 認 によりテ リストを 80

パー ント以上の確率で抽出できるという。これらを理

する上での ーワー は、ディープラーニングから導き出

す「 適 」だ。

　 し、人工 能は えを すが、その理由は さない。

人は 通 の思考で 断のつかない 過 る問題に対し、

プ スの正当性に基づき 断を下すという を有して

いる。しかし、人工 能の出す えに対して、この が

適用できない。よって、困 が生じる。

●相克を越えて

　それでも、人工 能の進化を止めることはできない。そ

れを、どう らえ、 に 置づければ良いのか

　人工 能を る際、 での人工 能の え方が参考

になる。2012 年の 電 で、 ト「 ンクラー 」

が 長 世 を った。近いところでは、2017 年 4

月の電 で「 ンザ」が現 士である 天 名人

を った。今では、 ンザを上回る lm という新

トが 場しているという。勝ち けのみで えれば、明ら

かに A が人間の 士を しているのだ。

　では、対 した 名人は、どう えて、 に 置づ

けているのか。 は、「対 中、自分の っていた能力が目

めるのを感じた。」と っている。そして、 の指し方

に変化が生まれた、と他の 士が指 している。 ルホ 、

そうした見方、 し方があるのか。

●人工知能と人間知能（知性）

　さて、人工 能は、 後まで意味を読み取るのではなく、

構成要素と要素間の関係を読み取る。従って、意味自体を

扱っているのではない。では、我々の持つ意味という

は だろう

　人工 能が進化した際、我々の 能（ 性）と対等にな

るのだろうか あるいは、 が違うのだろうか 結論的に

べれば、 後の違いは「生 」の有無に 着するのでは

ないか、と 近考えている。人工 能には、生 に由来す

る「本能」というものがない。よって、人間との対等性を

ようとするならば、本能には基づかない や自我とい

うものを「外部」から与えざるを ない。例えば、ある条

件が うことにより人工 能の機能を 止させるという仕

組みの め みだ。 し、機能の 止、つまり生 の 了

の意味の理 は、 後までできないであろう。

人工知能／ Artificial Intelligence（AI）

　今年、 めての秋田の冬は よりも長く、 を か

に える風と雪があった。元々秋田の冬は、風が強くて強

風日数が月に 13 日 度、 も多く、 天日数が月に 24 日

度になるらしい。特に、今年はその 力が し、大雪が

多かったため、 雪 が 大に らみ、秋田市では予算

11 にさらに 8 を 加、雪の多い 手市では 18

に達し、過 高に っているそうだ。ちなみに、昨年

の秋田市の中心市街地関連事業の 予算が約 4 度で

あることに比べると、 雪 がどれほど財政 担となる

かが窺える。

　その他、風と雪は、 行機の 、 道の運 、交通事 、

建物・ 施設の など、 人レベルから都市レベルま

で様々な影響を及ぼしている。とりわけ、公共交通手 の

不安定さから に 存してしまう結果となり、今後、集約

都市構造（公共交通を中心とする）の形成を進める上で、

大きな課題の一つである。

　一方、 に風と雪を ティ に えた動きも存在する。

まず、秋田県では強風を自然資 として え、風力発電に

力を入れており、現在、風力発電導入量の 量は全国２ 、

年では 3 年連続で全国 となっている。これは再生エ

ル ーの活用だけでなく、人口 少が しい秋田におい

て新 業による 用 加を図る政策である。次に、 手市

では平成 17 年に「雪となかよく らす条例」を制定し、行政・

市民・事業所の を分担しながら、雪を生かした 適な

まちづくりを進め、魅力のある雪国を創ることを目指して

いる。地域の 雪力の向上はもちろん、かまくらや雪 せ

関連の様々なイベントから雪を生かした観光 興に取り組

んでいる。

　与条件を変えることができなければ、それに適 しなが

ら えを見つけていく 要がある。秋田のような、「 の発

」は研究でも生活でも大 であり、問題そのものを り

口として考えてみることを秋田から日々学んでいる 近で

ある。

風と雪、そして秋田
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秋田の と 人　　 　雪 

計画研究 　
                    　尹　荘植 

建築学 （ ）
　 　　 　

ゼミ教員・学生の活動
　かつて農村風景だった茅葺き屋根は近年、急速に失われている。

秋田魁新報の記事によって、秋田県内の茅葺民家は 1977 年にまだ

4000 戸残っていたが、1993 年に 2463 棟しか残っていなかった。

その後、秋田県の茅葺き民家実態に関する調査は 1996 年に秋田県

立農業短期大学生活環境研究室により行われ、2002 年に秋田県内

に残存する茅葺き民家は 550 戸と推定された。2010 年に 400〜500

棟が住まいとして使われているということであった。2010 年以降

のデーターが把握できないが、茅葺き民家は少しずつ消えつつあ

ると考えられる。

　1977 年 5 月の秋田魁新報が茅葺き職人と材料の不足の記事が見

られたが、当時の職人の数が把握できなかった。2002 年に県内の

茅葺き職人が 20 人確認でき、今現在 10 人しかいないという。茅

葺き職人の仕事に対しては「重労働」「汚い」「危険」「仕事の量が

不安定」のほか、「冬の仕事が無い」という秋田県の天候を反映し

た思いも見られた。茅葺き職人の仕事の弱点に対して県内の若者

職人たちは既存建物の茅葺き屋根の修繕工事をやりながら、「運べ

る茅葺き小屋」の開発や、誰でも茅葺きの仕事を体験できるワー

クショップの実行などの道も開き、茅葺き屋根を次世代につなげ

るように努力する姿が見られた。

　2014 年に創設された立地適正化計画は、2017 年 12 月

31 日時点で 116 都市が計画を策定・公表するなど、急速

な制度普及が行われている状況です。当ゼミでも 2017

年 5 月から研究会を立ち上げ、計画内容の把握、都市計

画 MP との関係性、誘導区域設定の動向を把握した上で、

先行事例（札幌市・花巻市）へのヒアリング調査、全国

策定都市を対象としたアンケート調査（回収率 94.6％）

を行い、より詳細な計画策定の動向と課題、独自の取り

組み等を中心に調査・分析を進めております。今年度の

学会で研究内容を積極的に発信していく予定ですので、

お楽しみにしてください。

　昨年 2017 年の 9 月に広島で行われた建築学会大会で

の発表を表彰していただきました。指導教員である山口

先生をはじめとする教員の方々やゼミ生など私の研究に

関わった全ての皆様に感謝申し上げます。発表タイトル

は「コンパクトシティ指標を用いた都市内の拠点数に関

する研究―計画上の拠点と現状の拠点との峻別を通して

―」であり、人口や都市機能を集中させていく際にどの

ような計画が良いかを議論した内容です。この研究を深

化発展させるべく、これまで以上に研究に精進してまい

ります。

の

えを て の

を ん計画 の 都市・ 能の と
の

祝
Congratulations!

About
Cover photo

しまし

☆前々回の N.L. でご案内したように、研究室の統

合再編によりニュースレターのタイトルは「UAEL」

から「URPS」へ変更となりました。通算では 19 号

となります。

標高 2000m の美姑県は、中国四川省の成都からバスで 10 時間かけて標高 4000m の山を越えた先に、やっとたどり着くところ。

青い空と、たっぷりと太陽光を浴びる元気な子供たち。高原にある小さな町を味わう重要な要素でしょう。 　　　　　　　李　雪



平成29年度　卒業論文
桂　大志　　「つくばエクスプレス開通に伴う駅周辺の土地利用と人口数に関する考察

　　　　　　-茨城県つくば市の３駅を対象として -」

戸嶋　大輔　「若者参入が朝市の出店形態にもたらす影響の基礎的研究

　　　　　　-秋田県のごじょうめ朝市 plus+ を対象として -」

西田　昂平　「公営住宅の団地統廃合における従前居住者の転居行動と居住満足度に

　　　　　　関する調査・分析　-団地内環境と立地環境の変化に着目して -」
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の にお の と に ・

と の に して

研究の と

　1951 年の公営住宅法に基づく公営住宅は、1967〜1980 年の間に
全国で毎年 5 万戸以上が建設された。2000 年を迎えてから、1980
年までに建てられた多くの公営住宅は老朽化や耐用年数の経過、行
政の財政状況による維持管理が困難な状況となっている。
　秋田市では以上の課題に対して、公営住宅の需要等を勘案しなが
ら、効率的な建替え及び管理の実現を目指し、公営住宅の団地統廃
合を進めていくという動きがみられる。なお、公営住宅の団地統廃
合の研究として小野寺氏の既往研究があるが、全国各地の公営住宅
の団地統廃合の実態は明らかにされていない。
　本研究は東北 6 県における公営住宅の団地統廃合の事例を調査し
て概要を把握し、傾向を分析する。その後、詳細分析として、団地
統廃合における団地内環境と立地環境の変化に着目し、従前居住者
の転居行動と入居満足度に関する調査、分析を行い、今後の公営住
宅の団地統廃合のための一助となることを目的とする。

研究の

①東北 6県の公営住宅の団地統廃合
　2017 年 6 月時点で東北 6 県において団地統廃合を行った、もし
くは団地統廃合を含む建替え事業中の公営住宅を調査対象とする。
東北 6 県庁と 108 市町村に電話ヒアリング、往復はがき、メール等
を用いて、公営住宅の団地統廃合の有無を把握し、有る場合はさら
に住宅名と事業の概要について調査を行った。
②詳細分析対象の住宅
　竣工事例のうち も大規模な団地統廃合を行った公営住宅とし、
行政ヒアリングと居住者アンケートを行った。

①東北 6県の公営住宅の団地統廃合
　公営住宅の団地統廃合は東北 6 県で 9 事例存在した。竣工事例の
うち 大規模の団地統廃合は 5 団地が統廃合され、管理戸数が 260
戸ある新屋比内町市営住宅（秋田市）である。また立地環境について、
非現地建替えの場合、立地選定に自由度があるため「建替え後の団
地」が「従前団地」よりも良くなる傾向であった。しかし、現地建
替えの場合、従前団地よりも悪くなる傾向であった。ちなみに、現
地建替えの新屋比内町市営住宅はすべての従前団地よりも立地環境
が悪くなっていた。
②新屋比内町市営住宅
　転居行動について、従前団地の居住者は建替え後の団地までの距
離が長くなるほど、建替え後の団地への入居率が低くなっていた。
建替え後は、団地内の住棟・敷地環境が向上し、従前入居者の多く
が室外環境に満足していた。また、今回は室内についての物的デー
タは入手できなかったが、室内環境にも満足していることが分かっ
た。一方、立地環境に問題があり、それは従前入居者の立地環境の
満足度の低さからも窺えた。

にお の の

にお グ

　　　　　　　　　 　 田　

卒業論文賞
受賞！



平成29年度　修士論文
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荒生　竜也　「栃木市歴史的町並み形成地区における取組みの成果

　　　　　　-街なみ環境整備事業と伝統的建造物群保存地区の事業に着目して -」

勝山　和弥　「秋田県能代市の大規模火災に対する復興都市計画の研究

　　　　　　-計画内容が都市景観形成に及ぼした影響に着目して -」

田口　真也　「重要文化的景観の建築保護における歴史まちづくり法併用の効果と課題」

秋田 能 市の に 都市計画の研究

計画 都市 に し に して 　　　　　　　　　 山　

じ に

研究の
　我が国は、国土条件から地震や火災、水害などの自然災害が
多く、それゆえ都市は被災と復興を繰り返し経験してきた。こ
れらの災害史を扱うことは、被災当時の技術や計画を把握し、
現在の復興計画施策上の基盤の一助となる。また都市が、災害
復興の痕跡を残し現在に至るという考えから、都市景観形成を
考える上で重要な意義を有する。
　本研究は、能代市における大火復興が、その後の都市景観形
成に与えた影響について明らかにすることを目的する。

研究の
　まず、国と県の図書館及び公文書館に所蔵されている文献か
ら研究対象都市の大火前後の都市の状況と復興計画に関する情
報を読み取り、整理した情報から景観構成要素を抽出する。さ
らに、形成景観を「近景」、「中景」、「遠景」の景観レベルで整理、
分析を行う。以上の把握・分析に基づき、能代市の復興計画が
都市景観形成に与えた影響について、分析・考察を行う。

都市計画に の に ての

　2度の復興事業の主な特徴は、以下の 4つに要約できる。
・防火帯の設置
・道路網の整備
・防火及び準防火地域の指定による建築物の整備
・公共施設移転と跡地利用
　2 度の復興事業では、事業計画の骨格に大きな相違点が見ら
れなかった。さらに関連する法制度についても、規制の方法や
運用に仕方に大きな相違点はなかった。しかし、2 度の復興計
画による形成景観において相違点が見られた。
　1 次大火復興計画では、焼失区域一帯を乙種防火地区に指定
し都市の不燃化が意図されたが、財政難や資材不足により実現
しなかった。防火帯設置においても同様に、沿道の不燃化が困
難であった。そのため防火性能の向上とあわせ沿道の美観に配
慮し、中央分離帯と沿道への植樹が積極的に行われた。また小
公園においても、植樹による美観向上への取り組みがみられた。
結果として、官庁街等を通り市民生活の中心となる主要道路に
緑が溢れ、能代市の中心市街地に「木都」としての魅力ある都
市景観が形成された。
　一方、２次大火復興計画では、一部の区域において防火地域
の指定や耐火建築促進法の適用により防火建築帯が造成され
た。さらに、道路幅員の拡幅が困難な際に、防火帯としての延
焼遮断性能の確保を目的とした、耐火構造建築物の集団配置も
行われた。したがって、2 次大火復興計画においては景観への
配慮よりも、延焼防止性能の確保を優先し、沿道の不燃化が積
極的に行われた点が特徴であるとかんがえられる。結果として
主要道路の沿道には、RC 等の不燃材料を中心とした近代的な町
並みが形成された。

　２度の復興計画事業の比較から、大火復興計画がその後の

都市景観形成に与えた影響としての共通点は、広幅員道路と
街路樹による防火帯としての近代的な道路景観や公園緑地の
設置による緑の景観、建築物の計画的集団配置による統一感
のある沿道景観の 3点が挙げられる。
　さらに 2 次の大火復興計画では、準防火地域のみの地域指
定に防火地域の指定を加え、積極的に沿道の不燃化が行われ
た事で不燃材料による沿道景観が形成されるに至った。
　以上のことから、大火復興計画が能代市の近代化において、
都市基盤を形成しただけでなく、近代的な都市景観の形成に
おいて強く影響しているといえる。
　今後の課題は、東北地方における他の事例との比較をし、
風土的な要因に対してどのように防災性能の確保が検討され
たかを把握したうえで、大火復興計画が都市景観形成に及ぼ
した影響についてさらに深く考察していくことである。

計画に の植 （ ）

の （ ）
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卒業修了展　in 信金プラザ
工学 との

研究 の

の の

し 学 ・ ち

祝賀会

を にし お のに し 学 と

　2 月 17 日と 18 日に由利本荘市のしんきんプラザで、経営シス

テム工学科と共同の卒業・修了展が開催されました。

　今回、都市・地域計画ゼミからは 4 年の戸嶋くん、院 2 年の勝

山さんが研究を発表したほか、私達の研究室が継続的に活動に関

わらせていただいている石脇通りと大門・本町通りのこれまでの

活動を石脇地区上町会長の石崎さん、大門・本町通りまちづくり

委員長の菅野さんにそれぞれ発表していただきました。

　当日は多くの地域住民に来訪していただき、盛んな議論が繰り

広げられました。

　今年度の卒業・修了展は私達のゼミからの研究発表のみならず、

石脇通りと大門・本町通りの活動報告があり、充実した内容とな

りました。中でも、歴史的街並みを活用したイベントを催してい

る石脇通りと、住民が主体となり、行政も携わって景観形成に向

けた取組みが行われている大門・本町通り、違う側面を持った 2

事例に関する議論はとても興味深いものがあり、都市計画とまち

づくりについて今一度考えるきっかけになりました。また、地域

との交流を図る上でとても有意義な会となりました。

　準備・運営にあたり協力して頂いた皆様、ありがとうございま

した。　　　　　　　　　卒業・修了展担当　須田一陽 (院 2年 )

　今年は、3/23( 金 ) にホテルアイリスの 10 階にて、卒業生の祝賀会を執り行いました。先生方にも多くの参加

を頂き、盛大な祝賀会だったと思います。残念ながら、卒業生全員の参加は実現しませんでしたが、各が卒業生

同士で思い出を話しあったり、お世話になった先生方との 後の交流を楽しむことができました。また、お世話

になった先生方への感謝の気持ちとして、花束と記念品の贈呈を行いました。　　

　それぞれの卒業生が別々の道へ旅立つ前に、別れを惜しむ良い機会にもなった会でした。4 年間、ありがとう

ございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コメント：桂　大志　写真：尹　荘植）

（ 田）



卒業・修了生の紹介 

ご退官される先生　　　　

顔写真

新しい先生が着任されました！

昇任おめでとうございます

新 4年生　研究テーマ
高橋　瑞　    「地方中心市街地における医療施設移転による影響とその跡地利用に関する研究」
千葉　春樹　「秋田市におけるサービス付き高齢者向け住宅における高齢者の居住環境評価」
中嶋　洸太　「立地適正化計画策定都市における計画策定プロセス分析」
本間　匠　　「秋田港と都市形成」
八島　咲子　「歴史的建造物の保存・活用を活かしたまちづくりに関する研究」
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　昨年度の 10 月から本学に着 した環境計画学研究グループの 内です。私は本学に 1 期生として在学し、卒業後

は民間 業の研究所にて約 13 年間 しておりました。 し りに大学に ってきて、当時、学生時代の先生方と

ともに仕事が出来る事が大変光 であり、 れ しんだ大学・本荘で学生の皆さんとともに有意義な時間を共有でき

ればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  内　

　本年度から助手として着 しました大 子と申します。

　出 は能代市です。建築を学 前は、バイ ーをしていました。地方都市の活性化に興味を持ち、その足がかりとして

建築を学びたいと考え、東 理科大学の建築学科に編入学し、今に至ります。

　研究テー は「木造建築部材の耐 性調査と 修に関する研究」です。よろしくお いいたします。

大 　 子

　 周平を真 れば、「残 遠 」というところでしょうか 後 部の写真を見ると、時の流れをしみじみと感じます。

念のため 門残日 では「残日 遠 」とありますが、正しくは「残日 遠 」の方が意味をよく表すとのことでした。

義で れたたように、これまで「 」の優しさと「 」の しさの 間で してきたと思います。とは っ

ても、やり残してしまったことが数多くあり、「少年 老難成学」の真意がようやく ってきました。「やりたいこと」と「で

きること」は違い、前者は なる「 」「 」であって、後者は「信念をもって実行できる能力」です。私の 先は信

代の出 で、そこでは 、 田信 と上 信が を っていました。 かそこに共通する「信」という が きで、「信

念を持つ」ことを大 にしてきました。今年で大学を ることになりますが、皆さんは「やり残し」の無いよう、大計を持っ

て人生を んで下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      小 　

桂　大志　　　　　株式会社　オオバ
　本荘駅前朝市が私の思い出の場です。本荘の

魅力と人々の優しさに れました。　

田口　真也　　　　　　　　株式会社　北洲
　「石脇公園」 市街地を見 すことができる本荘

一のス ットだと思います。

荒生　竜也　　　　　　　　
　

勝山　和弥　　株式会社　JR 東日本ビルテック
　本荘の思い出の場所は めてス ー ー を経

験した 島高原ス ー場です。　

西田　昂平　株式会社　セット設計事務所
　 山はいつも でした。大学 年の に

山頂に った事は良い思い出です。　

戸嶋　大輔　　　　　　　　株式会社　北洲
　 と山、石脇の歴史的町並み、満天の 空。

やかな時間を れる の 。　

　本学開学時に助手として してから、 いもので 19 年がたちました。当時の本荘市は、コン ニ等もほとんど

無い街でしたが、開学を機に多くの教員や学生がこの街に関わることで、 分と変わったなと感じています。今後

は 教 として、このような地域の発展に 献できるような活動をしていきたいと考えています。　　　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石山　

＜学部生＞ ＜修士生＞
本荘での思い出をひとこと！

小林先生ありがとうございました。



編集後記
　今回の N.L.2 号の 成に際し、ご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。　

また、先生方や先 方にも やご指導を頂き、大変お世話になりました。

れない 業の連続でしたが、そこから学んだことはたくさんありました。

　これからも、都市・地域計画研究室の活動を発信していきたいと思います

ので、今後も N.L. のご 読のほど、よろしくお いいたします。

2018.5.14　NL 編集部 　　　中嶋 太　 島 子　小島 　山口

OB・OG紹介

都市計画学会

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

　皆さんこんにちは。山口ゼミ 12 期生の 水 美です。今回、このような機会をいただき大変 しく思います。

　私は現在、建設コン ルタントという業 で働いています。入 後、地方創生 合 策定業 や子 て

ンター・保 所の基本計画策定業 、公営 地の規模算定・適地選定業 など、まさに、ゆりかごから

場まで幅広い業 の担当をさせていただきました。

　今年度は、 島県 自 体の 難区域 に向けた、学 や認定こども園等の 修・新設事業にも携わり、

いこともありましたが、やりがいも多く 重な経験となった 年でした。

　近年、特に感じることは「伝える能力」が かせない（しかし意外と難しい）ということです。それは、

明する力や、書く力、 く力だと思います。 非、研究室やゼミで、この力を えることを意 してみてください。

先生や 間に「なるほど いい 」と ってもらえたらしめたものです。

　 ・ の皆様、同 会等でお会い出来るのを楽しみにしております。（また で みましょう。） 後にな

りますが、皆様のご とご活 をお りしております。

12 期生　 水 美（国際 業 会 ）

技術本部　東北技術部　まちづくりグループ　都市再生 ーム

　2018 年 3 月 3 日（土）に で行われた都市計画学会東北 部に参加して

きました。ゼミからは、学部 4 年の桂、戸嶋、西田、院 1 年の小島、須田が

発表を行いました（学年は 2017 年度 時点のもの）。今年度の成果をまとめ、

外部で発表し意見を頂いたことは、今後の研究の方向性を見出すことのでき

る 重な機会となりました。また、 会では他大学の先生方や学生の皆さ

んと情報交 ができ有意義な時間でした。都市計画に対しての根 にある問

題意 を共有しながらも、それぞれの研究環境での なるアプ ー による

研究成果の交流は大変に のあるものだと感じました。（院 2年 小島 ）

URPS　編集部
〒015-0055
秋田県由利本荘市土谷字海老ノ口 84-4
秋田県立大学システム科学技術学部建築環境システム学科
☎：0184-27-2053　yamaguchi-k@akita-pu.ac.jp
担当　山口　邦雄

会の様子

▲街頭ヒアリング調査の風景 ▲現地調査中のオフショット

▼説明の様子
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